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活動概要（２０１７年度）

⑥登録文化財の保存と活用等の実態調査

活動の起因

（きっかけ）

◯

大変貢献している 少し貢献している どちらともいえない 余り貢献していない 殆ど貢献していない

建築士会関係度 ◯

（建築士会単独=100％） 100~80% 80~60％ 60~40％ 40~20％ 20~0%

その他

（展望・課題）

※地域貢献度・建築士会関係度は独自の判断で結構です。（該当箇所に◯印）

・上段の活動団体名①は、建築士会名ではない活動専用の名称がある場合の名称です。

・１案件につき本シート１枚で整理して頂けます様お願いします。

代表者連絡先

活動団体代表者名

建築士会名

歴史まちづくり活動　概要シート

（公益社団法人）大阪府建築士会

活動団体名①

支部（地域会）名

E-mail

・上記のような活動を継続していくことが課題である。
・ヘリテージを核とした町並み、景観への視点を持つことも大切である。

活動名 文化遺産総合活用活性化事業

地域貢献度

（主たる活動団体）

ヘリテージ部会、ヘリテージマネージャー協議
会、大阪府登録文化財所有者の会

（協力活動団体）

大阪府教育庁文化財保護課活動団体②

①大阪府登録文化財情報発信事業（「大阪府登録文化財ポータルサイト」）

この事業の目的は、大阪府登録文化財の情報発信とサイト閲覧者の文化財についてのデータ収集の便を図る
ことを目的としたポータルサイトの構築であり、この他に、観光、防災、災害対策、インバウンド、情報交
換などの機能も備える。このサイトは、府内の登録文化財について、写真と文化財の説明ならびにグーグル
マップと連動した地図を備え、さらに、地域別検索や登録文化財に関するイベント情報等のニュースの発
信、閲覧者からの意見の聴取機能も持つ。また、一部のページや動画については、多言語化（本年度は英
語）を行う。ページの作成は所有者とヘリテージマネージャーとの緊密な連携のもとに行い、5年以内に、閲
覧者の意見も参考に自己評価と改善を行う。また外国語ページの増大、360度画像や動画の増設などを含む新
機能の追加を予定している。

②地域の情報発信（ＭＡＰ作成）

大阪府内の近代建築文化遺産を総合的に発信するための建築と町並みのガイドマップを作成している。歴史文化遺
産を紹介するだけではなく、作成したパンフを使い、町歩きなどのイベントも連動して行っている。

③ヘリテージマネージャー育成講座

・下段の活動団体②は、主に活動している組織名と、共に実践している協力組織がある場合にはその名称をご記入ください。

２０１６年度は登録文化財所有者に意識調査のアンケートを行った。今年度はそのうちの可能な所有者からヒアリン
グを行う。また、登録文化財に関する税の勉強会を行っている。

大阪府建築士会のヘリテージ部会及びヘリテージマネージャー協議会が、大阪府登録文化財所有者の会と連携し
て、大阪府文化財保護課の協力のもとに、地域の文化遺産の保護・活用に関する専門家（ヘリテージマネージャー）
を育成するための講座（講義と演習）を、建造物や文化遺産の専門家を招へいし、実施している（修了生向けのス
テップアップ講座も2回開催している）。

④登録文化財の活用と通して保存を学ぶ

登録文化財の所有者とその活動支援・協力者を含む一般市民が、登録文化財の活用について、実際の場で、詳細
に学習するための学習会を実施している。

⑤登録文化財の一斉公開

豊中・箕面市内の登録文化財のうち３軒を２日間に渡り、一般市民向けに一斉公開する。


